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通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、通期業績予想について、下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１． 平成２１年３月期の通期業績予想数値の修正(平成 20年 4月 1日～平成21年 3月 31日) 

（１）連 結 

   

   

      

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 
（平成 20年 10 月 27 日発表） 

億円 

20,500 
億円 

2,700 
億円 

3,000 
億円 

1,950 
円 銭 

162 97  

今回修正予想（Ｂ） 19,000 2,000 2,100 1,300 108 64  

増減額（Ｂ）－（Ａ） -1,500 -700 -900 -650 -54 33  

増  減  率（％） -7.3％ -25.9％ -30.0％ -33.3％ -33.3％ 
（参考）前期 

（平成２０年３月期）実績 
19,456 2,912 3,022 1,903 159 14  

 

（２）個 別 

   

   

      

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 
（平成 20年 4月 25 日発表） 

億円 

17,000 
億円 

2,300 
億円 

2,500 
億円 

1,600 
円 銭 

133 64  

今回修正予想（Ｂ） 15,500 1,500 1,700 1,000 83 52  

増減額（Ｂ）－（Ａ） -1,500 -800 -800 -600   -50 12  

増  減  率（％） -8.8％ -34.8％ -32.0％ -37.5％ -37.5％ 
（参考）前期 

（平成２０年３月期）実績 
15,885 2,322 2,601 1,732 144 81  

 

 

２． 業績予想修正の理由 

リーマンブラザーズ破綻以降の世界的な景気後退により、高止まりしていた燃料油価格

は下落したものの、鉄鉱石等の原料需要の減退、個人消費の世界的な落ち込み、信用収

縮を背景とした市場からの資金引き上げなどに伴い、ドライバルク船市況、コンテナ船

の運賃市況・荷動き、自動車船の完成車荷動きなどが急速に下落したほか、年末から急



激な円高が進行したことも、大幅な経常利益悪化要因となりました。第 4 四半期も海運

市況の回復は困難であるとの見通しのもと、前回発表の通期業績予想を下方修正致しま

した。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）将来に関する記述等についてのご注意 

当発表資料中、過去または現在の事実以外に関する計画、戦略など将来の業績見通しにつきましては、潜在的リスクや不確

実要素を含んでおり、その内容に確約や保証を与えるものではありません。これらの見通しは、現在入手可能な情報による当

社の判断によるものです。実際の業績は、今後の経済動向、業界における競争、市場の需要、為替レート、燃料油価格、そ

の他の経済、社会政治情勢や偶発事象の結果など様々な要素により、これら業績見通しとは、大きく異なる可能性があること

をご承知おきください。 


